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第１９回「流通雑感 廣田正氏が語る人間観と経営論」 
2019 年７月 

 

NPO マネジメント共育ネットワーク（MCN）が

主催する「経営寺子屋」第 19 回は、2019 年 7

月 1 日（月）、菱食（現三菱食品）元会⾧・

廣田正氏の鎌倉のオフィス階上にある会議室で

開催されました。すでに公職から引退し、一般の

講演などを辞退されている氏の強い意向もあり、

その偉大な実績を知りつつ、氏の経営の神髄をよ

り深く知りたいという熱心な有志に限定し、事前

にその質問事項を提示してようやく実現した企画

でした。 

 

氏は、自らの生い立ちから話を開始されましたが、

その「経営センス」が父親譲りのものであり、敗戦

による台湾からの引き上げなどの「修羅場体験」

によって、さまざまな「人間観」が形成された経緯

は、マスコミ等を通じたこれまでの一般的な知識に

格段の深みを与えてくれました。また、その後の学

生時代の話は、そこで形成された学問的基礎や

友人関係の重要性が浮き彫りになるばかりでなく、

就職に関して、ひたすら安定を望むいまの若者た

ちにとって、「鶏口となるも牛後となるなかれ」の最

高の実例といえました。 

 
さらに肝心のビジネスに関しては、さまざまな「現

場感覚」が形成された経歴を紹介され、それらが

有機的に統合されていく過程と共に、氏の「知識」

を「見識」から「胆識」に高めた触媒としての「合併」

の裏話がハイライトでした。 

 

最後に、参加者より追加の質問がされましたが、

「菱食」を世に知らしめた「物流」などの大きな意

思決定に関し、「命を懸けてやった」と語られるとき

の眼は、現役時代そのものでした。また、「生活者

と社員の幸せをつねに考えるのが経営」という締め

のメッセージは、今回の参加者全員が、これからこ

とあるごとに語り部として世に広めていかなければ

なりません。 
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